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９月は１日に１０人も特休の分散付与が 

指定されている日も！！年休は取れるのか？！ 

会社は業務量に見合った「要員配置」をすべきです！！ 

 

 ８月１０日に貼り出された９月分の社員の「休日予定表」を見ると１日にＡ担務１人、Ｂ

担務５人、Ｃ担務４人と計１０人も「特休の分散付与」が指定されている日があります。ま

た、９月の１ヶ月の中で「２日間も分散特休が指定」されている社員もいます。現状の「予

備人数」で、しかも「出張」や「研修」等がガンガン入って今でさえも年休が入りにくい中

で、来月は年休が取れるのでしょうか？！ 

 私たちは８月８日に所属する労働組合を通じて本社に対して「東京交検で１日５編成施工 

している交番検査を６編成に増やす」よう要求を提出しました。 

 

 ところで「要員配置」には及び腰の会社も現場での「社員管理」はバッチリです。先日も

何を言いたいのか詳細は言わないのですが、点呼で２回に渡って「溶接場に社員が入って鎖

錠して、中でヘルメットを脱いでいたということがあった」「溶接場や記録室等は鎖錠しない

ように」と「注意指導」を行いました。しかし、以前庫内で女性社員が働くようになって「記

録室（現場詰所）で下着姿になって着替えることがあるので、中が丸見えの窓にスモークの

シートを貼った方がいいのでは」という社員の声には応じません。あくまでも「社員管理」

優先です。でも夏場、通風のために開けていたＣ通路の９号車と１４号車付近のトイレのド

アは「セクハラになるから」と常時閉にされました。 

 帰りの点呼の際に先日からやるようになった「出勤遅延防止の唱和の時の指差し」も「プ

ロジェクトの若手社員の発意」のように映し出していますが、「社員が主体的にやっている」

という会社の「演出」です。 

 社員の皆さん？！「社員管理は一流！要員配置は三流！」の職場でいいんですか？！ 


